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益田道路（久城～高津間）の早期事業着手について

 鳥取市から下関市にかけての日本海沿岸地域を結ぶ山陰道は、国の骨格を

形成する高速道路ネットワークの一部であるとともに、日本海国土軸の形成や、

地方創生を実現するために必要不可欠な社会基盤です。 

 島根県内の山陰道は現在、約７割が開通しています。来年度から令和７年度

にかけて３７ｋｍの開通目標を公表いただき、また、その他の事業中の３区間に

ついても鋭意事業を進めていただいており、多大なるご尽力に対し、感謝申し

上げます。 

 本路線の沿線地域では、企業進出が増加するなどの地域経済への効果が現

れており、また、昨年８月の出雲市多伎町で発生した地すべりによる国道９号の

全面通行止めの際には、山陰道が代替路として機能し、ダブルネットワークの必

要性を改めて示すなど、山陰道のストック効果が着実に現れてきております。 

 一方で、山陰道には未着手区間が残っており、このうち、益田道路の久城～

高津間は、段階的な整備の途中段階として側道として整備した一般県道久城イ

ンター線を介して繋がっている状況です。 

 しかしながら、この区間は、高津川と益田川に挟まれた浸水想定区域にあるた

め、洪水時に緊急輸送道路ネットワークの途絶が発生することや、交通混雑によ

り物流の効率性が阻害されていることなど、高規格道路ネットワークの弱点とな

っており、当該区間のミッシングリンクの解消は喫緊の課題となっています。 

 人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせる島根をつくる「島根創生」の実現には山

陰道が必要不可欠であり、ミッシングリンクとして残る区間を一日も早く完成させ、

早期に全線開通することが強く求められています。 

 ついては、下記項目を要望しますので、特段のご配慮を賜りますようお願いい

たします。  



記 

１．山陰道の未着手区間のうち、ネットワークの弱点となっている「益田

道路（久城～高津間）」について、令和５年度に事業着手すること。 

２．山陰道の事業中区間の早期開通を図るため、必要な予算を配分

すること。 

３．「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」に必要な予

算･財源を確保するとともに、５か年加速化対策後も予算・財源を通

常予算とは別枠で確保すること。 

令和５年１月２４日

島根県知事       丸 山 達 也 

山陰自動車道（安来～益田）建設促進期成同盟会

会長（大田市長）     楫 野 弘 和 

浜田・益田間高規格道路建設促進期成同盟会

会長（益田市長）     山 本 浩 章 

浜田・益田間高規格道路建設促進経済団体期成同盟会

会長（益田商工会議所） 松 永 和 平 
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開通区間

事業中区間

未着手区間

計画段階評価手続き中

凡 例

<山陰道>

優先整備区間（島根県分）

<４車線化>

山陰道

山陰道（安来道路）
（東出雲IC～米子西IC）

小
月

美
弥
東

江
津
西

安
来

久
城高津

事業中区間

旭

大朝

【山陰道の整備状況】

総延長 開通済区間 事業中区間 未着手区間

208km 104km 68km

55% 27% 18%

129.8km 56.9km 9.8km

66% 29% 5%

全体

県内

380km

197km

（令和4年12月1日現在）

（
白
上
）

久城～高津間
L=2.8km

※１

益田道路 L=7.1km

開通済開通済

令和5年度
事業着手要望

浜
田

資料１
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萩・石見空港
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（要望区間）

至：萩市

段階的な整備の途中段階として、
先行整備した県道を介して繋がっているが、本線は未着手
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写真③ 国道191号（萩市側）の渋滞状況

写真④ 県道久城インター線の渋滞状況

写真⑤ 国道191号(益田市街側)の渋滞状況
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浸水時通行不能区間

第一次緊急輸送道路
※山陰道を除く
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写真① S58年災害 益田市内の浸水状況

写真② 山陰道未着手区間(久城～高津間)の浸水想定

最大浸水深
4.3 m

至山口県

至浜田市

高規格道路ネットワークの弱点が残されている！
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洪水・土砂災害ハザードマップ（益田市）

9

191

防災機能強化の取組

益田市における防災上の課題

○浸水により緊急輸送道路の通行が途絶することで、避難や災害

支援を行うルートが無くなる。

・通行できなくなる緊急輸送道路

→国道９号、国道１９１号

→県道久城インター線

など

○限られた平地部に市街地を形成

するため、市街地の大部分が洪

水による被災が想定される。

○特に人口や要支援施設（老人ホーム・保育園等）が集中する

エリアに高台等が無く、避難所の空白地となっている。 避難施設の
空白地

避難施設の
空白地

最大浸水深
4.3 m

県道久城インター線

至 浜田

至 山口

老人ホーム・保育園など
１２施設が点在

昭和５８年災害時

○防災公園（１次避難所）の整備を計画

２次避難場所への避難ルート及び災害支援ルートとして益田道路の活用が必要。

○避難所の拡大

石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸと災害協定締結

（益田西道路 白上IC(仮称)に近接）

○道路盛土の活用

国交省と協力し避難場所を確保

益田道路（開通済み区間）の活用
治水勉強会とワークショップ

避難場所完成イメージ令和３年１０月２３日 山陰中央新報

浸水区域内の人口（益田市内全域）

約23,000人（全人口の約5割）

※H27国勢調査 メッシュデータより

非常用
出入口

★あすか福祉センター
★特別養護老人ホーム雪舟園

★中須保育所

★中須保育所かもしま分園
★たかせ内科

★花のある家

★しずかさんの家
★グループホーム希望寮

★大畑医院
★吉田小学校

小田整形外科医院
★

★益田天使幼稚園

県道久城インター線

資料４




